
 
 

ホテルショップ   

 

ベラビスタより尾道をお届けします 
   ベラビスタ境ガ浜１F ロビーにあるショップに、今月「尾道」にこだわり、尾道より発信するアイテムを 

取り寄せました。尾道らしい商品をこれからも揃えてまいりますので、どうぞ 

「ええもんようけいあるけえ、見に来てみんさい」 

 （いいものがたくさんあるので見に来て下さい。） 

 

 親しい方へ季節のご挨拶、家族の団欒に。 

 
  「海産珍味詰め合わせ」  6 種 7 袋入 （小）¥1,260- 

 18 袋入（大）¥3,150- 

 
 

  尾道紅茶   

坂道に古い洋館が残る港町尾道。 

様々な西洋文化が昔から入ってきていた尾道で、当店はセイロン島（現スリランカ）より紅茶を輸入販売していました。 

昭和 16 年イギリスとの戦争に突入し、イギリス領であったセイロンとの交易は中断。以来、長い間尾道の紅茶は忘れ去られていました。 

きっかけはこの古い紅茶の茶櫃。 

 
平成 13 年春、尾道を芸予地震が襲いました。地震で崩れた店の土蔵の中から、この茶櫃が見つかりました。 

 

    ベルガモットの香りが優しい紅茶                     ミルクを入れるとリッチな味に                葡萄や花を連想する香り 

        

 

アールグレイ                ディンブラ              ウバ             ヌワラエリヤ         キャンディ 

 \1,260-                  \1,050-              \1,050-             \1,050-           \1,050- 

                              最初にお薦めするベーシックな紅茶                    フルーティな香りをストレートで   



           尾道発の新感覚飲料、それは「チャイダー」！！ 

         『チャイダー』とは？    

お茶(緑茶、抹茶）とサイダーをミックスしたもので略して『チャイダー』と今川さんにより命名されました。 

現在は商標として登録されています。 

【いきさつ】 

今川玉香園茶舗の今川さんが夏の暑い日、京都でお茶の修行をしているときに偶然ラムネとお茶をまぜ 

たのが始まりで、２００５年初めその案をチャイサロンドラゴンに持ち込んだところ商品化にいたりました。 

【初めはサイダーではなかった！】 

当初、昔ながらのラムネの瓶とお茶をセットにして販売しようと考えたのですが、 

洗浄リサイクルできるラムネの瓶の生産が少なく回収する必然がありました。 

かといってプラスティックのラムネでは雰囲気がなくなってしまうのです。 

ラムネの瓶を使うことを断念したある日、尾道のお好み焼き屋さん『のぐち』 

に食事に行くとそこにはレトロなサイダー３４０ml がおいてありました。 

それが尾道唯一のサイダー工場『後藤鉱泉所』のものでした。 

         

           尾道チャイダー（風呂敷セット） ＜チャイダー2 本入＞ 

             ベラビスタ境ガ浜 には ＜赤＞＜白＞がございます。 

                            各  ¥1,200-   

 

                   ＠尾道チャイダー ボトル 1 本 ¥390- 

        
 
               
                
 
                           （ちょっと宣伝も・・・・・・・・）   
                     尾道の商店街の路地の中に 
                                      
                                     「チャイサロンドラゴン」があります。 
 
 
                                       店主の「ヒロさん」は 話してるだけでパワーを 
 
 
                                        もらえる爽やかトークと笑顔の人。 
 
                                     
                                  尾道でも「チャイサロンドラゴン」でしか飲めない・・・とか。 
   
 
 
 
 
 
 
                       ベラビスタ境ガ浜 は 「尾道」にこだわったものをひとつひとつ探し集め、 商品を考えた「尾道」を愛する人たちと一緒に 
 
 
                               「交流」と「発信」 皆様にお届けさせて頂きたいと願っております。 
 
                                                                 


